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２．精神分析におけるセラピストとクライエントの関係性 





ステリー研究（Freud, and Breuer, 1895）において、過去のトラウマなど抑圧された無意識に対する想











療者はあくまでも患者の抑圧された欲望や葛藤を映し出す空白のスクリーン blanc screen として、その
主観は排除され、クライエントとの関係は、常に治療者が患者に一方向に解釈を投与する、固定的でリ









ロイトと同時代、フェレンツィ Ferenczi. S. は、治療関係が治療効果を上げることを主張し、陽性転移
が起こりやすいよう積極的な働きかけを行い、外界指向的接近といわれる態度で逆転移を利用した（前
田, 2014）。このようなフェレンツィの治療者としてのあり方は、バリント Balint. M. や後述するクラ
イン Klein, M.ら英国対象関係学派、サリヴァン Sullivan .H.S. ら米国対人関係学派に影響を与えたと
されている（McWilliams, N. 2005）。またオレンジら Orenge et al, (1997）は、フェレンツィを「精神
分析は人間の親密な営みである」ことを認識していた間主観性の重要な先駆者のひとりとして評価した。
このようなフェレンツィ的態度には、セラピストとの関係を含みこんだ、現代に通じる治療関係の萌芽
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が見て取れるように思われる。 
 
（２）メラニー・クライン Klein, M 対象関係論  
フロイトが、無意識を記述的、局在的、力動的、経済的な観点から紹介し（松木, 2016）、その後に続
くハルトマン Hartmann, H.やアンナ・フロイト Freud, A.ら自我心理学者たちが、構造モデルによる理






















床的革新をもたらし、フェアバーン Fairbairn, W, R, D. ビオン Bion, W.といった治療者と共に、欲動
理論から関係理論をつなぐ主要な役割を果たした」とされる。クラインをはじめとする「対象関係の理
論家たちは、言語が獲得される以前の、そして合理性が備わる以前の心理過程を、合理性に従う言葉に
していく方法に懸命に取り組んだ（McWilliams, N., 1994)」といえるであろう。 
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（４）ハリー・スタック・サリヴァン Sullivan.H.S. 対人関係学派 
「関与しながらの観察」という言葉で有名な、ハリー・スタック・サリヴァン Sullivan.H.S.は、統合
失調症者の治療者として、また「新フロイト派（ネオフロイディアン）と呼ばれる、フロム Fromm, E, 
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動図式の枠組みだけでは…分析的仕事から生じるすべての知見を包含することはできないかもしれない
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（６）ロバート・D・ストロロウ Stolorow.R.D. 間主観性理論 































る（Burski et al, 2001）」。間主観性理論は、「現象学的な議論や哲学的論考を含むものであるが、その
アプローチは極めて臨床的で重要な治療的感覚を我々に提示している（安村, 2007）」といえるであろう。 
 








アバーン Fairbairn, W, R, D. 、フエレンツィの弟子であり重篤な病理について「基底欠損 basic fault」
の概念を提示したバリント Balint, M.、分析的二者におけるコンテイナー／コンテインドの概念を提示
したビオン Bion, W. 、また米国では、境界性人格構造の病理メカニズムを明らかにしたカーンバーグ
Kernberg.O.F. 文化的・社会的環境の作用を重視したホーナイ Honey, K. 、フロム・ライヒマン
F-Reichmann, F. 、治療者の逆転移を通して統合失調症の心的世界を理解しようとし、「治療的共生関
係」を築くことに努めたサールズ Searles. H, F.ら、多くの分析家がその理論を展開させた。また自己
心理学、対人関係学派の流れからは、患者と治療者の間に生じる体験のリアリティを追求する関係性理
論を著したグリーンバーグ Greenberg, J. とミッチェル Mitcell,S.、精神分析における伝統的な構造や
儀式性と分析家や患者の示す自発性や人間味を車の両輪とする立場を取るホフマン Hoffman,A.（岡
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